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生活支援
コーディネーター

コミュニティ
ソーシャルワーカー

地域住民や民間団体のネット
ワークづくりなどを通して、住
民が主体となって支え合う地域
づくりを支援します。

具体的な役割
・地域の困りごとの相談
・地域活動の調査
・ボランティアなど、地域活動の担い手づくり
・解決の仕組みを担う人たちのネットワークづくり
・困りごと解決の仕組みづくりの支援

地域のつなぎ役

地域の支え合い活動の事例を紹介します地域の支え合い活動の事例を紹介します

地域の子どもたち
を支援する活動が
したいわ

実家が空き家になっ
たので、地域のため
に使ってほしいな

支え合い活動、私たちがサポートします

野口さん
市役所で子ども食堂の講演会に参加し、一人親家庭が増え、子ども食
堂の需要が高まっている現状を知りました。
また、子どもの同級生がコンビニエンスストアでご飯を買い、子ども
だけで食事をしているという話を聞き、胸を痛めました。私も一人で子
育てしている時に病気になり、周りに助けられた経験があります。子ど
もたちとママの居場所を作りたいという思いから、子ども食堂の開催を思い立ちました。
大変なこともありますが、子どもたちの笑顔とおいしかったの言葉がとてもうれしく、
やりがいを感じています。

いちご食堂は、普段は調理師として働く野口さんが主催し、大多喜ガス株式
会社が運営協力している子ども食堂で、大多喜ガスショールームBeE（緑区お
ゆみ野）で月1回開催されています。地域の医師金井さんがボランティア派遣
や感染症対策へのアドバイスなどで協力しています。
子ども食堂を運営したいと思っていた野口さんと、自社のショールームを使
用して子ども食堂を開催したいと考えていた大多喜ガスを、地域のつなぎ役が
マッチングし、昨年7月にスタートしました。
また、食事の提供だけでなく、大多喜ガスのスタッフが担当する季節に合わ
せた工作を行うまなびルームも同時開催しています。

地域の皆さんの支えで運営しています地域の皆さんの支えで運営しています

事例①いちご食堂の取り組み事例①いちご食堂の取り組み

地域食堂（子ども食堂）は、主に子どもや親子
に無料または安価で食事を提供する場で、高齢者
や障害者を含む地域住民の交流の場でもありま
す。子どもへの食事提供から、孤食の解消、滋味
豊かな食材による食育、地域交流の場づくりと、
食堂ごとにその役割はさまざまです。
市内には20カ所以上の地域食堂が開設されて
おり、その多くは地域住民や民間団体などの主体
的な取り組みにより運営されています。

地域食堂（子ども食堂）って何？

地域の医師
金井さん
・感染症対策をアドバイス
・ボランティアを派遣

・食材を寄付
フードバンク

・野菜を提供
地域の農家

・調理を行う

野口さんの
友人

いちご食堂いちご食堂

・会場を提供
・�まなびルームを運営大多喜ガス大多喜ガス

運営する方にお聞きしました運営する方にお聞きしました

12月のまなびル
ームでは、靴下
でスノーマンを
作りました‼

認知症の高齢者な
ど、活躍の場を求め
る患者さんも協力

野口さん
・主催
・レシピ作成、調理
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